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「
第
十
八
項
」
を
「
第
二
十
七
項
」
に
改
め
、
同
条
第
十
一
項
第
三
号
中
「
掲
げ
る
」
を
「
規
定
す
る
」に
、「
場
合
」

を
「
場
合
に
お
け
る
も
の
」
に
改
め
、「
第
七
条
第
一
号
に
お
い
て
同
じ
。」を
削
り
、
同
条
第
十
三
項
中
「
こ
の
項
及

び
第
七
条
第
二
号
に
お
い
て
」
を
削
り
、
同
条
第
十
四
項
中
「
場
合
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
」を「
金

額
の
う
ち
い
ず
れ
か
多
い
」
に
改
め
、
同
項
第
一
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

一

一
億
円
を
下
ら
な
い
金
額
で
主
務
省
令
で
定
め
る
金
額
か
ら
、
本
邦
に
主
た
る
事
務
所
を
有
す
る
法
人
に
対

す
る
当
該
金
銭
の
貸
付
け
（
銀
行
業
を
営
む
者
そ
の
他
次
項
に
規
定
す
る
金
融
機
関
が
そ
の
業
務
と
し
て
行
う

貸
付
け
及
び
法
第
二
十
六
条
第
一
項
第
三
号
、
第
四
号
（
同
号
に
規
定
す
る
任
意
組
合
又
は
同
号
に
規
定
す
る

投
資
事
業
有
限
責
任
組
合
に
該
当
す
る
も
の
に
限
る
。
第
二
十
五
項
第
七
号
ロ
及
び
第
八
号
ロ
に
お
い
て
同

じ
。）又
は
第
五
号
に
掲
げ
る
も
の
が
行
う
本
邦
通
貨
に
よ
る
貸
付
け
を
除
く
。
次
項
第
三
号
を
除
き
、以
下「
金

銭
の
貸
付
け
」
と
い
う
。）前
に
お
け
る
当
該
法
人
に
対
す
る
金
銭
の
貸
付
け
の
残
高
と
他
の
も
の
か
ら
取
得
し

た
当
該
法
人
に
対
す
る
貸
付
債
権
（
第
二
十
五
項
第
七
号
イ
か
ら
ハ
ま
で
に
規
定
す
る
貸
付
債
権
を
除
く
。
次

号
に
お
い
て
同
じ
。）の
残
高
の
合
計
額
を
控
除
し
た
金
額
（
当
該
金
額
が
零
に
満
た
な
い
場
合
に
あ
つ
て
は
、

零
）

第
二
条
第
十
四
項
第
二
号
中
「
有
す
る
法
人
に
対
す
る
」
の
下
に
「
当
該
」
を
加
え
、「
に
対
す
る
金
銭
の
貸
付
け

の
残
高
が
前
号
の
主
務
省
令
で
定
め
る
金
額
を
超
え
る
場
合

当
該
金
銭
の
貸
付
け
後
に
お
け
る
当
該
法
人
」
を
削

り
、「
当
該
金
銭
の
貸
付
け
の
残
高
と
」
を
「
、
当
該
金
銭
の
貸
付
け
前
に
お
け
る
当
該
法
人
に
対
す
る
金
銭
の
貸
付

け
の
残
高
、
他
の
も
の
か
ら
取
得
し
た
当
該
法
人
に
対
す
る
貸
付
債
権
の
残
高
及
び
」
に
、「
第
十
六
項
第
一
号
」
を

「
第
二
十
五
項
第
八
号
」
に
、「
第
十
九
項
第
一
号
」
を
「
第
二
十
八
項
第
一
号
」
に
、「
非
居
住
者
で
あ
る
個
人
又
は

法
人
そ
の
他
の
団
体（
法
第
二
十
六
条
第
一
項
第
二
号
か
ら
第
五
号
ま
で
に
掲
げ
る
も
の
に
該
当
す
る
も
の
に
限
る
。

以
下
「
法
人
等
」
と
い
う
。）が
行
つ
た
金
銭
の
貸
付
け
の
残
高
と
取
得
し
た
」
を
「
非
居
住
者
等
（
法
第
二
十
六
条

第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
も
の
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）が
行
つ
た
当
該
法
人
に
対
す
る
金
銭
の
貸
付
け
の
残
高
、
当
該

非
居
住
者
等
が
他
の
も
の
か
ら
取
得
し
た
当
該
法
人
に
対
す
る
貸
付
債
権
の
残
高
及
び
当
該
非
居
住
者
等
が
所
有
す

る
当
該
法
人
（
会
社
に
限
る
。）が
発
行
し
た
」
に
、「
含
み
、
当
該
金
銭
の
貸
付
け
の
金
額
を
除
く
」
を
「
含
む
」
に

改
め
、
同
条
第
十
九
項
第
一
号
中
「
又
は
」
を
「
、
」に
、「
同
意
者
」
を
「
同
意
者
、
同
項
第
九
号
に
規
定
す
る
取

得
を
し
た
も
の
若
し
く
は
同
項
第
十
号
に
規
定
す
る
行
使
を
し
た
も
の
（
特
定
組
合
等
が
こ
れ
ら
の
号
に
掲
げ
る
行

為
に
相
当
す
る
も
の
を
行
つ
た
場
合
に
あ
つ
て
は
、
当
該
特
定
組
合
等
）
又
は
直
接
保
有
法
人
等
」に
、「
総
議
決
権
」

を
「
議
決
権（
同
条
第
一
項
第
三
号
に
規
定
す
る
議
決
権
及
び
外
国
議
決
権
を
い
う
。以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。）

の
総
数
」
に
改
め
、
同
項
第
二
号
中
「
総
議
決
権
」
を
「
議
決
権
の
総
数
」
に
改
め
、
同
項
第
三
号
中「
総
議
決
権
」

を
「
議
決
権
の
総
数
」
に
、「
法
人
等
（
」
を
「
個
人
又
は
法
人
等
（
」
に
改
め
、
同
項
第
四
号
中
「
総
議
決
権
」
を

「
議
決
権
の
総
数
」
に
改
め
、「
以
上
に
相
当
す
る
議
決
権
の
数
を
直
接
に
保
有
し
て
い
る
」
の
下
に
「
個
人
又
は
」

を
加
え
、
同
項
第
五
号
中
「
法
人
等
の
総
議
決
権
」
を
「
も
の
（
法
人
等
に
限
る
。）の
議
決
権
の
総
数
」
に
、「
法
人

等
（
」
を
「
個
人
又
は
法
人
等
（
」
に
改
め
、
同
項
第
六
号
か
ら
第
八
号
ま
で
の
規
定
中
「
法
人
等
に
よ
り
総
議
決

権
」
を
「
も
の
に
よ
り
議
決
権
の
総
数
」
に
改
め
、
同
項
第
九
号
中
「
法
人
等
及
び
」
を
「
も
の
及
び
」
に
、「
総
議

決
権
」
を
「
議
決
権
の
総
数
」
に
改
め
、
同
項
第
十
八
号
中
「
第
十
五
号
」
を
「
第
十
八
号
」
に
、「
非
居
住
者
で
あ

る
個
人
又
は
法
人
等
」
を
「
非
居
住
者
等
」
に
改
め
、
同
号
を
同
項
第
二
十
一
号
と
し
、
同
項
第
十
七
号
を
削
り
、

同
項
第
十
六
号
中
「
第
十
四
号
」
を
「
第
十
七
号
」
に
、「
非
居
住
者
で
あ
る
個
人
又
は
法
人
等
」
を「
非
居
住
者
等
」

に
改
め
、
同
号
を
同
項
第
十
九
号
と
し
、
同
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

二
十

株
式
取
得
者
等
が
特
定
組
合
等
で
あ
る
場
合
に
お
け
る
当
該
特
定
組
合
等
の
業
務
執
行
組
合
員
（
前
各
号

に
掲
げ
る
も
の
を
除
く
。）

第
二
条
第
十
六
項
第
三
号
イ
中
「
法
第
二
十
六
条
第
一
項
各
号
の
い
ず
れ
か
に
掲
げ
る
も
の
」
を「
非
居
住
者
等
」

に
改
め
、
同
号
ロ

中
「
対
象
と
さ
れ
る
当
該
上
場
会
社
等
の
株
式
の
数
、」を
「
開
始
後
に
お
け
る
」
に
、「
を
第
十

九
項
第
一
号
」
を
「
が
所
有
す
る
当
該
上
場
会
社
等
の
実
質
所
有
等
株
式
の
数
及
び
当
該
運
用
者
を
第
二
十
八
項
第

一
号
」
に
、「
非
居
住
者
で
あ
る
個
人
又
は
法
人
等
」
を
「
非
居
住
者
等
」
に
、「
す
る
株
式
へ
の
一
任
運
用
（
イ
に
掲

げ
る
要
件
を
満
た
す
も
の
に
限
る
。）の
対
象
と
さ
れ
る
当
該
上
場
会
社
等
の
株
式
の
数
並
び
に
当
該
運
用
者
及
び
当

該
運
用
者
の
密
接
関
係
者
が
所
有
す
る
当
該
上
場
会
社
等
の
実
質
株
式
」
を
「
所
有
す
る
当
該
上
場
会
社
等
の
実
質

所
有
等
株
式
」
に
改
め
、
同
号
ロ

中
「
の
後
」
を
「
の
開
始
後
」
に
、「
の
実
質
保
有
等
議
決
権
」
を
「
が
保
有
す

る
実
質
保
有
等
議
決
権
」
に
改
め
、
同
項
第
四
号
イ
中
「
上
場
会
社
等
以
外
の
会
社
（
以
下
「
非
上
場
会
社
」
と
い

う
。）」
を
「
非
上
場
会
社
」
に
、「
法
第
二
十
六
条
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
も
の
」
を
「
非
居
住
者
等
」
に
改
め
、
同

号
ロ
中
「
）
の
」
を
「
）
が
保
有
す
る
」
に
、「
第
十
九
項
第
一
号
」
を
「
第
二
十
八
項
第
一
号
」
に
、「
非
居
住
者
で

あ
る
個
人
又
は
法
人
等
の
」
を
「
非
居
住
者
等
が
保
有
す
る
」
に
改
め
、
同
項
第
五
号
中
「
及
び
第
七
条
第
一
号
」

を
削
り
、「
）
の
」
を
「
）
が
保
有
す
る
」
に
、「
第
十
九
項
第
一
号
」
を
「
第
二
十
八
項
第
一
号
」
に
、「
非
居
住
者
で

あ
る
個
人
又
は
法
人
等
の
」
を
「
非
居
住
者
等
が
保
有
す
る
」
に
、「
場
合
を
」
を
「
も
の
を
」
に
改
め
、
同
項
第
六

号
を
削
り
、
同
項
第
七
号
中
「
非
居
住
者
で
あ
る
個
人
又
は
法
人
等
の
同
意
」
を
「
非
居
住
者
等
の
同
意
」に
改
め
、

「（
第
七
条
第
一
号
に
お
い
て
「
共
同
議
決
権
行
使
同
意
取
得
」
と
い
う
。）」
及
び
「
こ
の
号
及
び
第
三
条
の
二
第

二
項
第
二
号
に
お
い
て
」
を
削
り
、「
）
の
」
を
「
）
が
保
有
す
る
」
に
、「
及
び
当
該
同
意
取
得
者
を
第
十
九
項
第
一

号
」
を
「
、
当
該
同
意
取
得
者
を
第
二
十
八
項
第
一
号
」
に
、「
も
の
又
は
」
を
「
も
の
に
該
当
す
る
こ
と
と
な
る
非

居
住
者
等
が
保
有
す
る
実
質
保
有
等
議
決
権
の
数
及
び
」
に
、「
同
項
第
一
号
か
ら
第
十
四
号
ま
で
、
第
十
七
号
及
び

第
十
八
号
」
を
「
同
号
か
ら
同
項
第
十
七
号
ま
で
、
同
項
第
二
十
号
又
は
同
項
第
二
十
一
号
」に
改
め
、「
そ
れ
ぞ
れ
」

を
削
り
、「
な
る
非
居
住
者
で
あ
る
個
人
又
は
法
人
等
の
」
を
「
な
る
非
居
住
者
等
が
保
有
す
る
」
に
改
め
、
同
号
を

同
項
第
六
号
と
し
、
同
項
に
次
の
九
号
を
加
え
る
。

七

本
邦
に
主
た
る
事
務
所
を
有
す
る
法
人
に
対
す
る
貸
付
債
権
の
取
得
。
た
だ
し
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す

る
貸
付
債
権
の
取
得
を
除
く
。

イ

銀
行
業
を
営
む
者
又
は
第
十
五
項
第
一
号
若
し
く
は
第
三
号
に
掲
げ
る
者
が
業
と
し
て
行
う
貸
付
債
権
の

取
得

ロ

法
第
二
十
六
条
第
一
項
第
三
号
、
第
四
号
又
は
第
五
号
に
掲
げ
る
も
の
が
行
う
本
邦
通
貨
に
よ
る
貸
付
債

権
の
取
得

ハ

取
得
の
日
か
ら
弁
済
期
の
到
来
す
る
日
ま
で
の
期
間
が
一
年
以
下
で
あ
る
貸
付
債
権
の
取
得

第
二
条
第
十
九
項
第
十
五
号
中
「
実
質
株
式
」
を
「
実
質
所
有
等
株
式
」
に
、「
非
居
住
者
で
あ
る
個
人
又
は
法
人

等
」
を
「
非
居
住
者
等
」
に
改
め
、
同
号
を
同
項
第
十
八
号
と
し
、
同
項
第
十
四
号
中
「
第
九
号
ま
で
及
び
第
十
一

号
」
を
「
第
十
二
号
ま
で
及
び
第
十
四
号
」
に
改
め
、
同
号
を
同
項
第
十
七
号
と
し
、
同
項
第
十
三
号
を
同
項
第
十

六
号
と
し
、
同
項
第
十
二
号
を
同
項
第
十
五
号
と
し
、
同
項
第
十
一
号
中
「
第
九
号
」
を
「
第
十
二
号
」
に
改
め
、

同
号
を
同
項
第
十
四
号
と
し
、
同
項
第
十
号
中
「
前
各
号
に
掲
げ
る
法
人
等
」
を
「
第
一
号
か
ら
第
九
号
ま
で
に
掲

げ
る
も
の
（
法
人
等
に
限
る
。）」
に
改
め
、
同
号
を
同
項
第
十
三
号
と
し
、
同
項
第
九
号
の
次
に
次
の
三
号
を
加
え

る
。十

株
式
取
得
者
等
の
被
支
配
会
社
等
で
あ
る
法
人
等
（
前
各
号
に
掲
げ
る
も
の
を
除
く
。）

十
一

株
式
取
得
者
等
を
被
支
配
会
社
等
と
す
る
非
居
住
者
等
（
前
各
号
に
掲
げ
る
も
の
を
除
く
。）

十
二

前
号
に
掲
げ
る
も
の
の
被
支
配
会
社
等
で
あ
る
法
人
等
（
前
各
号
に
掲
げ
る
も
の
を
除
く
。）

第
二
条
第
十
九
項
を
同
条
第
二
十
八
項
と
し
、
同
条
第
十
八
項
中
「
第
十
六
項
第
四
号
」
を
「
第
二
十
五
項
第
四

号
」
に
、「
を
受
任
す
る
こ
と
」
を
「
の
受
任
」
に
改
め
、「
及
び
第
七
条
第
一
号
」
を
削
り
、
同
項
第
一
号
中
「
あ
る

も
の
」
を
「
あ
る
受
任
」
に
改
め
、
同
項
第
二
号
中
「
支
配
す
る
お
そ
れ
又
は
当
該
会
社
の
」
を
「
支
配
し
、
又
は

当
該
」
に
、「
も
の
に
」
を
「
事
項
に
」
に
、「
係
る
も
の
」
を
「
係
る
受
任
」
に
改
め
、
同
項
第
三
号
中「
伴
う
も
の
」

を
「
伴
う
受
任
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
二
十
七
項
と
し
、
同
条
第
十
七
項
を
同
条
第
二
十
六
項
と
し
、
同
条
第

十
六
項
中
「
第
二
十
六
条
第
二
項
第
九
号
」
を
「
第
二
十
六
条
第
二
項
第
十
一
号
」
に
改
め
、同
項
第
一
号
を
削
り
、

同
項
第
二
号
を
同
項
第
一
号
と
し
、
同
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

二

非
居
住
者
で
あ
る
個
人
が
行
う
委
任
で
あ
つ
て
、
当
該
個
人
が
非
居
住
者
と
な
る
以
前
か
ら
引
き
続
き
直
接

に
保
有
す
る
上
場
会
社
等
以
外
の
会
社
（
以
下
「
非
上
場
会
社
」
と
い
う
。）の
議
決
権
の
行
使
に
つ
き
代
理
す

る
権
限
の
非
居
住
者
等
に
対
す
る
も
の
の
う
ち
、
次
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
も
の

イ

受
任
を
す
る
も
の
が
当
該
非
上
場
会
社
又
は
そ
の
役
員
以
外
の
も
の
で
あ
る
委
任

ロ

受
任
を
す
る
も
の
が
当
該
非
上
場
会
社
の
経
営
を
実
質
的
に
支
配
し
、
又
は
当
該
経
営
に
重
要
な
影
響
を

与
え
る
お
そ
れ
の
あ
る
事
項
と
し
て
主
務
省
令
で
定
め
る
事
項
に
係
る
議
案
に
係
る
委
任
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